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論　点　整　理　メ　モ

	グループ番号
	

	修 習 生 番 号
	

	氏　名
	



事前に示した当段階の「ねらい」に関して、鑑定評価報告書の作成を通じて、各自が得た見解について、以下に簡潔に記載してください。

	【論点①】　差額配分法において算出された差額をどのように配分することが適切か。一般的に折半法や三分の一法が用いられることがあるが、その根拠は明確ではないことも多い。本件においてなぜそのような配分に至ったか整理する。

	



	【論点②】　利回り法において採用する継続賃料利回りについて、直近合意時点の元本と果実の関係をそのまま採用することが妥当か、それとも他の選択肢がないか整理すること。

	





	【論点③】　スライド法においてどの指数を重視するか又はしないかについて理由を整理すること。また、運営側が提示した指数以外に活用できる指数はないか議論すること。

	



	【論点④】　不動産鑑定表基準では、差額配分法による賃料、利回り法による賃料、スライド法による賃料及び比準賃料を関連づけて決定するものとされているが、本件においてはどのように重みづけをいくことが適切であるか整理する。

	


以　　上
公益社団法人日本不動産鑑定士協会連合会
第18回実務修習・基本演習（第四段階）

